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東日本大震災復興支援 がんばろう！日本東日本大震災復興支援 がんばろう！日本第23回

開 催 報 告

「福祉ながいずみ」は、毎月発行になりました。よろしくお願いいたします。

社会福祉法人

長泉町下土狩967-2　福祉会館内
電話 988-3920　FAX 986-3794
ホームページアドレス
http://www.nagaizumi-shakyo.jp
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　10月16日（日）、「第23回福祉健康まつり」が開催されました。今年は「東日本大震災復興支援　がんば
ろう！日本」として、被災地物産品の販売や震災のパネル展示などが行われました。
　健康・福祉・介護等に関する体験コーナーには多くの人が列をなし、屋外ステージ、大広間も賑わいを見せ
ていました。今年もご参加、ご協力いただきありがとうございました。



県身体障害者福祉大会表彰報告
　９月16日の県総合福祉会館で開催された第53回静岡県身体障害者福祉大会におい
て、長泉町身体障害者福祉会の池田富美子さんが表彰されました。身体障害相談員を20
年以上務められ功績のあった方に表彰されるものです。池田富美子さんは「22年間相談
員を務めさせていただきました。歴代の会長を始め先輩方に助けてもらいながらここま
でやってきました。障害の相談は障害の種類ごとに異なることが多く自分の経験だけで
なく相談に来た方と同じような障害のある会員から情報をもらったりしました。長い間
皆様に助けていただきありがとうございました」と語りました。

文化展表彰報告

ねんりんピック2011熊本美術展日本画の部
最高齢者賞受賞

駿東郡社会福祉協議会表彰者紹介
　10月16日の第23回福祉健康まつりの式典で、駿東郡社会福祉協議会表彰が行われました。駿東郡下で社会福祉事業
に功績のあった方を表彰し、その功績を称え労をねぎらうものです。長きにわたり町内社会福祉活動にご協力くださり
ありがとうございました。受賞された皆様は次のとおりです。（敬称略、順不同　カッコ内は所属団体）

鈴 木 弓 子 （社会福祉法人 靜香会）
小 林 祐 介 （　　　  〃　　　　 ）
髙 橋 良 光 （　　　  〃　　　　 ）
中 村 泰 士 （社会福祉法人 聖家族の園）
渡 辺 信 也 （　　　　 〃　　　　　　）

池田富美子 （長泉町身体障害者福祉会）

吉 田 久 和 、 池 田 明 子 　 　
松 田 正 子 　

杉 山 朝 子 （長泉町身体障害者福祉会）

社会福祉事業施設従事者功労者

社会福祉事業団体従事者功労者

社会福祉協議会役職員功労者

その他社会福祉事業功労者

福祉健康まつり義援金の報告
　福祉健康まつりでは、会場内に東日本大震災義援金の募金箱を設置し善意の寄付を募ったり、
参加団体の皆さまに、売上金の一部を義援金として寄付いただいたりしました。また、ボランティ
ア連絡会の支援により、被災地の特産品をブースで販売しました。10月20日現在、義援金は
86,070円です。義援金は、1日も早い復興を願い、中央共同募金会を通じ被災地に届けさせてい
ただきます。ご協力ありがとうございました。

　10月15日から18日にかけて開催された熊本県ねんりんぴっく
大会において、長泉町本宿の沼田好策さん（90才）が最高齢者賞を受
賞しました。
　受賞作品は、日本画で長泉町の名所のひとつである「鮎壷の滝」を描
写したもの。出品された日本画88点の参加者から最高齢者として受
賞しました。沼田さんは「富士山を望む風光明媚なわが町、長泉町を紹
介したかった。出場させていただくこと自体に意味があるもので今回
の受賞で一区切りすることができ大変うれしい。」とのこと。また、今
後もできるかぎり絵を描くことを続けていきたいと熱く語りました。

「福祉ながいずみ」は、皆さまからいただいた会費で発行しています。
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いずみの郷デイサービス　敬朗会

協力：点字ボランティア「きつつき」

ら り る れ ろ

わ ゐ ゑ を ん

や ゆ よ

協力：身体障害者福祉会「ろうあ部」

1 4
2 5
3 6

「わゐゑを」は「あいうえお」を下にさげます。最後に「ん」
は③⑤⑥の点で表します

ここまでで、五十音は終わりです。

「長泉町」の手話をPRしましょう♪
　～私は長泉町に住んでいます～ 表現してみましょう

【あなたが住んでいる町の名前を覚えましょう】

身近な点字 を覚えよう！⑦図解で覚えるやさしい手話⑦

身障福祉会文化作品展開催報告

一番大切なことは自分の伝えたいことが相手に正確に通じるので
動作はゆっくりと大きく、顔の表情も豊かに表しましょうポイント

＊「場所」を表す…（に） ＊住んで ＊います。
助詞を示す
片方の手の指を折り曲げて体の
前にそっと押さえるように置く

両手の人差し指を上に、
両手を同時に少し下げる

腕を立てて両手こぶしを
合わせ親指を横に出し、
そのまま円を描く

＊「私」
　を指す

＊「長い」
　伸ばすように

＊「泉」
　水がわくように

＊「家の屋根」
　の形を作る

　「か行」「さ行」「た行」「な行」「は行」
「ま行」「ら行」までは一定のルールで覚
えられましたね。「や行」と「わ行」はち
ょっと変則的です。「やゆよ」は「あう
お」を下にさげて④の点をつけます。

この点字
読めますか？

　点字は６つの点からできています。「ま行」の次は
「ら行」へ行きましょう。「あいうえお」と「らりる
れろ」の違いは基本の「あいうえお」に⑤の点をつ
けます。

長泉町身体障害者福祉会は、９月８日から１０日に長泉町福祉会館において文化展示会を開催しました。日頃から会
員がリハビリや趣味活動の一環として作った心を込めた力作が並びました。写真・絵手紙・手芸作品・植木などがズラ
リと並び展示会を見に来た人は作品一つ一つを見ながら「凄く細かい作業ですね。」「かわいい作品ですね。」などの
感想を寄せられました。

9月14・15日の2日間、年間行事の1つである「敬老会」を開催しました。
いずみの郷デイサービスでは、「敬朗会」と称して開催し、中央保育園や東幼稚園の
園児にご参加いただき、愛くるしい歌や踊りの披露、手遊びなどを通じて楽しいひと時
を過ごしました。
利用者の皆様は、元気な園児とのふれあい交流によって、日頃は見られない満面の
笑顔で応えていました。

社会福祉協議会は民間の福祉団体として誰もが住みやすい福祉のまちづくりをすすめています。
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東日本大震災支援ボランティア活動報告

チーム長泉！

東日本大震災支援ボランティア活動報告

今回のボランティアに参加された方にアンケートを行いました。これからの社協の周知のあり方
も問われる結果になりました。

Ｑ１．今回の活動内容について
　①満足（10） ②満足していない（３） ③どちらともいえない（１）
Ｑ２．費用面について（参加費7，500円）
　①高い ②普通（３） ③安い（11）
Ｑ３．長泉町社会福祉協議会をご存じでしたか
　①知っていた（７） ②名前は知っていた（４） ③知らなかった（３）
Ｑ４．災害ボランティアネットワーク長泉をご存じですか？
　①会員である（１） ②知っている（２） ③知らない（11）
Ｑ５．町内有事の際、ボランティア活動に参加する意向はありますか？
　①おおいにある（４） ②ある（８） ③ない（２）

東日本大震災支援ボランティアアンケート

　長泉町社会福祉協議会では、被災地支援を行うため町内在住・在勤のボランティアを募り、９月22日から25日（車中泊含）参加

者15名、職員５名で陸前高田市災害ボランティアセンターを拠点に被災地支援にあたりました。全国各地から1,000名以上の

ボランティアが駆けつけており、受け付け順のためバスは道の駅で待機、道の駅との連携、重要性が垣間見られました。ボラン

ティアセンターは、県内外からのボランティア等と連携し運営されており、様々な場所でつながりを見せていました。

　活動内容は、主に草刈り、草の運搬、瓦礫の撤去、仕分けなどを行いました。安全確認、健康管理、消毒等は特に徹底しました。ま

た、被災された方の当時の体験談を伺うことができ、少しでも心に寄り添うことができたのではと思います。

　東海地震が想定される中、今回の参加者等のつながりは、社協としてとても大切な財産だと思っています。現在活動中の災害ボ

ランティアネットワークに加入いただけた方もおり、心強く感じました。

　長泉町災害ボランティア本部運営のため、改めて、各関係機関・団体、ボランティア等とのつながりを強化していきたいと思い

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災害ボランティア担当　尾崎弘人　

～岩手県陸前高田市（つないで陸高！なじょにかすっぺ）～

「福祉ながいずみ」は、皆さまからいただいた会費で発行しています。
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　今回参加させて頂き誠に有難うございました。４日間という短い期間でしたが、今いる静岡県長泉町はとても恵

まれていると思います。被災された方の話を聞いて、胸がつまる思いでした。今現在の豊かな自分の生活をもう一

度見直すいい機会と思い、明日から見直していきます。

　また現在、節電・義援金と震災後さかんにテレビ等を通じ行われていますが、最近はその感情も薄れているよう

に感じます。これを継続してやることで復興も早まると思います。　　　

　現地へ行きボランティアに行く人が、日本からあんなに多くの方が来ていることに、日本人として誇れることが

できました。とても幸せな４日間でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30代 男性）　

　気の遠くなるような荒れ果てて未だビルの残骸がそのままに残り、損壊した車やがれきの山が連なり、畑中に船

の打ち上げられたままの様は、映像で何回も見ていても目の当たりにすると胸が詰まってしまいます。この地に住

み、前の風景が思い出される人たちにとっては尚更のことでしょう。

　今回私達20名全員で広田半島の入江の海水浴場があった集落の方の依頼で、草取り、寄せ集め、がれきの分別等

の清掃活動を行いました。

　実働作業は２日間とも短時間で、形として成し得たことは本当にわずかばかり。できたことより残っていること

の方が莫大すぎます。しかし、同じ風景を見つめ被災者の語っても尽きない心情に耳を傾けることで、「心がつなが

り悲しむ人に寄り添う」こともできたのではと感じました。ボランティア仲間としても、同じ時間、同じ空間を共有

し１つのことを成し得た連帯感を持てました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50代 女性）　

・渡辺　本江様　　　　　　　　　　　　千羽鶴２千羽、義援金１万円

・長泉町指定給水工事店協同組合様　　　土嚢袋1，200枚

・長泉町身体障害者福祉会様　　　　　　スポーツドリンク１ケース

・渡辺　本江様　　　　　　　　　　　　千羽鶴２千羽、義援金１万円

・長泉町指定給水工事店協同組合様　　　土嚢袋1，200枚

ボランティアバス運行にあたり、寄付をいただきました。
ありがとうございました。
ボランティアバス運行にあたり、寄付をいただきました。
ありがとうございました。

社会福祉協議会は民間の福祉団体として誰もが住みやすい福祉のまちづくりをすすめています。
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情 報 コ ー ナ ー

参加者募集
● 11日（日）　クリスマスのフラワーアレンジメント
対　象： 年長児～小中学生　幼児は保護者同伴
定　員：10人（先着順）
参加費：1,000円
申し込み：11/27（日）～12/7（水）
　　　　参加費を持って児童館まで

○物品寄付（清拭布、牛乳パック、プルタブ、古切手、野菜他）

○東日本大震災義援金　義援金総額 1,686,786円（10月15日現在）

下村えり、古屋ます江、富樫友子、後藤和子、西面みゑ子、中村幸子、髙梨栄子、榑松美代子、米山雅子、岡本栄、神山昌二、
中野みち子、村田良昌、井出さよ子、福田竹二郎、山本和子、江嵜亜矢、小笠原マサエ、川口美代子、片澤哲夫、浦上、
田中のり子、わたなべひさと、二階堂宏、岩瀬ゆきこ、吉田久和、池田富美子、三澤洋子、安西栄一、市川満子、名取きよみ、
三河緑、岡崎莉奈、山崎さつき、大内キミ、磯部博昭、田口洋子、髙橋たけ江、眞野之道子、林口知枝、山田弘子、シャル竹クラブ、
永倉精麦（株）、水蓮の会、華蓮の会、ユニサイクルAmi長泉、ハニースマイル、ヨセミテ、長泉ロータリークラブ、
琴城流大正琴愛好会三島支部、その他匿名６名（敬称略）

○寄付金
川口　明、鈴木将雄、名取きよみ、かこ・ふれんず、
琴城流大正琴愛好会三島支部（敬称略）

ご厚志に深く感謝申し上げます。
（平成23年９月１日～平成23年10月15日）

※多くの方から義援金をいただきました。被災地へは共同募金会又は
　日本赤十字社を通じて送金いたします。

やさしい心ありがとう ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥♥♥♥♥♥♥

義援金は引き続き福祉会館又はいずみの郷で受付けておりますので
ご協力お願いいたします。

11月・12月は午後4時閉館になります。

児童館であそぼ！

12月の行事
1日（木） 10:00～10:30　プチめろんタイム
7日（水） 10:00～10:20　プチいちごタイム
11日（日） 10:00～11:30　クリスマスのフラワーアレンジメント
14日（水） 10:00～10:20　いちごタイム
15日（木） 10:00～10:30　めろんタイム
27日（火） 13:30～15:30　大そうじとゲーム大会
 ※午後は参加者のみの利用

お父さんのための地域応援講座Vol.③

男性のみなさん！誰かのために！そんな『男のそば』
を町内の障がい児・者団体「エールの会」の子どもたち
と一緒に打ってみませんか！

児童館（福祉会館１階） ☎988-3921　
開館時間　9：00～16：00　　休 館 日　毎週月曜日

ボランティアをやってみたい！でも、どんなボラ
ンティアがあるの？などボランティアに関する
こと

暮らしの中の法律に関するお困りごと
秘密厳守します。

飲酒をやめたい、やめさせたいなどのアルコール
問題に関すること

生活や家族、地域福祉、権利擁護、福祉サービス利
用などの日常生活での心配ごとや不安、福祉に関
すること

相談窓口案内 社会福祉協議会では次の相談に応じておりますのでぜひご利用ください。

相談項目 相談日・時間 相 談 内 容 相談員 電　話

ボランティア相談

総合福祉相談

酒害相談

暮らしの相談『法律』

ボランティア担当

福祉総合相談担当

988-3920

987-7680

毎週月～金曜日
8：15～17：00

事前予約制
11月21日（月）
12月27日（火）

法律専門家
植松敏彦氏

と　き：12月17日（土）午前９時00分～
ところ：長泉町福祉会館４階会議室
対　象：町内在住の男性
定　員：20名（定員なり次第締め切り）
参加費：300円
申し込み：福祉会館内（社協窓口へ）料金を添えて
問合せ：長泉町社会福祉協議会
　　　　☎988-3920

「福祉ながいずみ」についてのご意見ご感想をお寄せください。
発行部数15,500部　発行所　大和印刷㈱
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